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オフィスオートメーション用人出力端末装置
Input/Output Terminalsfor O廿iceAutomation

オフィスオMトメーンョンシステムの普及に伴い,

力装i糾二村するイ立;ぎ1二づけがますます痛まってきており,

軒安な構戌要素とLての入山

その機能,什能Irり_1∴の要求

が強まっている｡

本稿では,オフィスオ【トノーション川の入山ノJ機器の車州Jの恍黎と,代表的な

機才詩である入出力用のファクシミリ,-ll州冶臣の洪′j′ニプリンタについて述べ,更にプ

リンタについては今綾の劫【叫,特にノンインパクトブ■リンタであるインクジェット

プリンタ,レーザビームプリンタについて触り Lげ,技術の展望を明らかにした｡

山 緒 言

人rfりJ端末装i削ま,OA(オフィスオートメMション)シス

テムの虐要な枯戌要素である｡.従来,人√†りJ端人装こ削まコン

ピュータ本体に糾し,データの人力及び什りJを行なうなど,

比較的単純な機能を分子=するにとどまっていた｡LかL,半

増体柁術の進歩によって端末装i‾削′】身に高度な処JこIlと機能,イ

ンテリジュンス機能を組ふ込むことか古城になり,人rl-1力端

末装iF工の地位か人帖に食化した｡

この結一米,‾丈‥黙処判互,向條処押など複推な処理も端末で耽

り･扱えることになり,文書,｢l対象などの人山プJ端末装i;チ!】三が非

′㍍=二屯祝されるようになり,担了條の人山力装j;fことLてフ7ノク

シミリ,i英ノj･:のfl父り扱えるプリンタなど,長安な端末楽音i斗と

して位iぎ】こづけを柑ることになった〔1

以下,｢i立製作所でのこれらに問辿するファクシミリ,プ

リンタなど端末装置を紹介すると何時に,ノンインパクトプリ

ンタの技術勤Irりについても紹介する｡

臣l 入出力装置の高機能化への要求

2.1 入力装置

入プJ装抗については,キーボードからのデuタ人力を中心

にシステムの構成がなされていたものが,一丁書き‾丈‾洋,【二室川ラ

の入プノ,匝j條,音声の入力など,従来のデータブロセソシン

グでj及っていなかった分即の帖報を入ブJLたいという要求が

撒く なってきた｡

手｢再き‾丈｢斉,｢頁=Fき,画像などを人‾ノJするためには高速のス

キャナが必繋となるが,これを実現できる一一つの手f貨として,

汁L川のフ7クシミリを利用することが巧▲えられる｡硯/t三まだ

ファクシミリには認識機能は付仙1されていないが,向接OA

に利川できる辛苦き文吉,lせl形,一句條などの人力子一段とLて

極めて利川価値が高い｡

また,タブレ､ソトなどにより山桜千手若きセニキニ,卜¥川手などを

入ノJする要求も強く,簡易な認識機一泡をもつタブレットの`実

現が望まれている｡

その他,音声人力についてもシステムの補助的手段とし,

音声認識機能をもつ音声入力装濯が試験的ではあるが既に実

現されてきた｡

一‾方,従来のキーボード人力についても,ディスプレイに

よるガイダンス機能を人幅に取I)入れ,経験の少ない人でも
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人力装i鞋を扱うことができるようにディスプレイを一 一休にL,

従来のキーボードだけでは'イこ可能であった各柏のファンクシ

ョン機能を独り扱えるような乱麻も行なわれるようになった｡
またキーポ】ドはあるが,その機能とディスプレイ_1二のタッ

チパネル処上型機了指を耽り入れ,いっそう校雑なファンクショ

ンをディスプレイ_llのシンポリ､ソクマークによって人プJでき

るような所Lい入力装荷も巧▲えられている｡

2.2 出力装置

JlりJ装-i㍗=二はディスプレイ,プリンタ,音声出力装詳】こなど

があり,ディスプレイ,プリンタでほ■llごi解像性化,カラー化

など多械能化への安求が強い｡そグ)他,デイスプレイではポ

【ダブル化,省′毒力化,中軸化などの要求も強く,液晶ディ

スフレイ,EL(ェレクトロルミネセンス)ディスフレイなどが江

口を集めている(〕

プリンタは,インパクトタイプ,ノンインパクトタイプい

ずれも砧印′i･:占‾占即,高解條性化が要求され,インパクトブり

ンタでもグラフィック機能など梓川壬表ホ機能が紫求され,‾虹

に高速化などの贅求も強い｡′卜後,インパクトタイプでの1;一石

速化には騒音対策など新しい機能に付随する各椎の対策を†ナ

わせ進める必要があろう｡

ノンイ ンパクトフし■リンタでは,インクジェットプリンタ,

レ【ザビームプリンタ,感熱プリンタ,悠熱転丁/jニプリンタな

ど各椎のものが†11硯Lており,用途にでナった避択が必要とな

っている｡ノンインパクトプリンタでもil▲ご牌仁傾度化,i+引巾げi

化への要求も強く,またカラー化ノ＼の期待も大きくなってき

ている｡

入ノJ装置と何様,ファクシミリを,■11力装i‾ぎー三へイ如召する例も

多くなり,ファクシミリH身にもこのようなJ芯jl■Jに過するイ

ンタフェースをもつ機椎も巧▼えられており,機器の相互利用

の傾1Jりは今後人きく進展するものと考■えられる｡

人力装置,汁リブ装置,いずれも‾ト吉き‾史書の処埋,同形,

画像の処理ができることがノ牛後前提となり,その一打托の｢r小L

に対する要求はますます強くなるものと考えられる｡

今後,二のような機器の機能向一卜が進み,更に複雑なシス

テムのコンポーネントとして,幾つかの植野iのものを組み合

わせワークステーションを構成するなど,複fナ化も大きく進

展するものと考えられる｡
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田 レ0ファクシミリ

3.1 開発の背景

従来ファクシミリは,過イ.絹司を介してEnd-tO-Endで原稿

を送イ‾.けることを主目的として発達Lてきたが,公衆電話綱

のファクシミリ過信への解放によリファクシミリの利用が簡便

になったことや,マイクロコンビュMタその他の半i導体デバイ

スの発購に伴う装荷コストの低下などがファクシミリの普及に

川中をかけ,企業捕動の場でなじみの深いも･のとなりつつある｡

∴ノ∴ コンピュータシステムは,大槻校なデータ処理シス

テム,･l､lli報サービスシステムをはじめとL,′ト脱税なオフィ

スコンビュ【タ,パーソナルコンヒュ一夕に至るまで様々な

利卿F絹巨での普及が進み,デMタ処理だけでなく,ワードフ

ロセッシングやグラフィ ックナイスプレイ,文′f二認識,音声

応答その他のコンビュⅦタ応川システムの発展にもH覚まし

いものがある｡

このように,それぞれの目的をもって独自に発展してきた

ファクシミリとコンビュ【タを結合L,コンピュータのもつ

■てl引立な処理機能とファクシミリのもつ収稿読取機能,記錨機

能及び適イ言機能との組合せによI),いっそう便利なOA機器の

開発か活発になってきている｡

3.2 ファクシミリの基本構成とコンピュータインタフェース

HIFAXは区=にホすように,説椒部,請じ録部,制御部,

変復調部,NCU(網制御部),推作パネルなどを基本構成要素

とし､′献原ユニットとともに--･きょう体l勺にコンパクトにま

とめられている(,

コンビュ【タとファクシミリの桜紙を行なう場合,相互に

やりとI)するイ言号の形態により,3椎のインタフェースが考

えられる｡

(1)トソトパターン†ii号(図1の④,層))

(2)MH/MR(モデフアイド ハフマン/モデフアイドリード)

符ぢイテi号イ向図の¢a⑳)

原稿

紙送りコントローラ

2値化
回 路

読 取 部

カッタ
紙送りローラ

ドライバ

回 路

記 録

ヘッド
○

記録紙

記 録 部

トソトパターン

操作パネル

ドットパターン

(3)変調信号(同図の⑤,㊦,⑥)

二れらの各信号は,ファクシミリの動作を外部から制御する

信号(同国の⑪)と対にしてひとつの対コンピュータインタフ

ェースを構成している｡

トソトパターンは1走査線単位で出力され,その解像度は

1mm当たリ8ドットであり,A4機の場合1,728ドット,B4

機の場合2,048ドットの情報が1走査線ごとに入出力される｡

MH/MR符号は可変長符号であり,符号良は情報内容に依

存し,したがって1走査線当たりの符号長は特定できない｡

変調イ言号はCCITT(国際電信電話諮問委員会)で標準化さ

れているモデムのイ言号で,2,400,4,800,7,200,9,600b/s

のイ‾.一言ぢ‾速度を使い,多和差動位相変調方式及び直交振幅変調

‾方∫〔を併川している(〕

3.3 ファクシミリの制御プログラム

ファクシミリの制御プログラムは図2にホすように,ファ

クシミリの基本動作である読取り･記録の制御,ファクシミ

リ通信のための画像符号化･復号化の処理及び伝送制御処理,

舵びにコンピュータとのⅠ/0(入出力装置)制御処理及び割込

その他の共通処理から構成されている｡

コンピュータとファクシミリの接続が回線インタフェース

(図2の⑥,(む,⑤)である場介は,ID(端末の確認)方式にユ

【サー固有の方式がとられることに備えて,伝送制御処理に

専用の日立手順を備えている｡

今後,二れらファクシミリの入出力機器への展開を更に進

めてゆく予定である｡

田 漢字出力装置

4.1 インパクトシリアル漢字プリンタ

8,000′‡:を超える漢字を表現するためには,ドットマトリ

ックスで文′i'二を構成するプリンタが必要となる｡伝票発行,

問介せ,ワードプロセッサなどの様々な朋途に使ローされるプ

リンタとしては,仁,けこヘッドに24木のワイヤをもち,明剛体

MH/MR符号

送信データ

符 号 化 部

共通制御部

(募ち芯,窟亡ロ)

復 号 化 部

受信データ

MH/MR符号

制 御 部

高速モデム

(2,400～

9β00bps)

低速モデム

(300bps)

変復調部

注:略語説明 MH/MR(モデファイドハフマン/モデファイドリード),NCU(網制御部)

図lファクシミリの構成 ファクシミリの機能別構成と,(み､･馴まけ0ファクシミリとLての切分け可能ポイントを示すものである
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イニシャライズ処理

読 取 走 査 処 理

記 録 走 査 処 理

画像符号･復号処理

伝 送 制 御 処 理

コンピュータl/0処理

割 込 処 ‡里

共通サブルーチン

コ ピ ー 処 ‡里

MH/MR処理

日立モード処王里

CC汀T T.30手順

日 立 手 順

タイマ割込処壬里

障害割込処王里

注:略語説明l/0(入出力),CCITT(国際電信電話諮問委員会)

図2 ファクシミリ制御プログラムの構成 制御プログラムの処理

内容別に整理Lたものである｡

の｢=`トを可能ヒしたワイヤ トソトプリンタが維i朽†′卜の【自fかごノ

も似れている｡日_､ンニ製作巾はその川遥によって姑過な似い分

けかできることをノー!三木に,各抑プリ ンタを製■■,7,化Lてきた｡

表1にそれノブの概略什様を′+ミす｡

二れらのフリンタほ二大節で述べる特徴的な川紙ハンドリン

グを装イ7iifLている-ととい二,プリンタ枕木部としてはj〔池的

な一巴愁に一人!壬づき設.汁閉ざ己されたもので,次のような特徴があ

る｡｢=ナj′:部である印′トヘッドは芥椎の帳柴に対L過止な仰ノj一二

■1～げ吾が才一亡阜られるように,人きなj軌作ストローークを確イ米してい

るとともに,複て弓二校数によって印′]′:適性が変わることのない

桃j立となっているr､インクリボンは操作件を束枇L,ワンタ

･ソナセット吋能なカ【トリ･ソジを才采メロするととい二,ランニ

ングコストを下げるためにサブカセットによるリボン交枚を
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托jijしている(､rい‖卸部では､マイクロコンピュータ托術を馴

仙した放障誇断機能をイJiijえている｡二れは,放l碍帖グ)モート

与溺仙二別に女心Lて｢～り冶‾口J能とLたものであり,制御部のり一

拍jll】lfkに人きな城ノJを発印するものである.､

4.2 用紙ハンドリングの多様化

オフィスの燐寸城化か進むに従って,様々な川紙をいかに取

り才孜うかを_｢托要.言駁王出とノろ【え,鞘う紙ハンドリング托術について

永年にわたり帥′光を範ね, トソトマトリソクスプリンタのト

ータル什能l/り卜について山求Lてきた｡従来は油紙川凱がi

流であ1たが,その機能】｢り_卜とLてl三1り二役,川紙をりJた推L可

能とするための1インナカット機能を,別紙の椎柑が多くな

って地紋川紙では朋子帆交換グ)千1壬りがかかることについては,

_Fit-‾ヲたを仙川するためのインサータを豊1･;1Jにサボー･一卜Lた(_.ニ
メい-Jは図3にホす--･般的なフロントイ ンサータに川1え,図4

にニJこすjt川tl帖が変わってもそのま圭川糸氏挿入抹作でき,かつ

オペレータの接作不払化を巧◆I古Lた水-､ド彬,如には図5に小

すようにも立川から単票をスタックLておき必紫に応じて1rl刺

的に単票をインサートするオートシー1トフィMダなどを(払望■l占

化Lている()

OAが進むにつれて,川紙ハントリンデに対する‥り揚ニーー

ス'も如に多様化してくること,圭たイ‾.描州三もより11い､レベル

か1安求されてく る二･と,‾虹には装i呈さ壬仝体と!/て,オフィ ス環

境に過†ナできる小形な什も騒宵のものが紫求されてく ることを

巧‾え,二れ-二〕=J紙ハンドリング桔恥を含めプリンタの総†ナ的

な析枝恥糊写さか/｢子安も進めノー〕れていくであろう｡ノ

l司 ノンインパクトプリンタ

OAの終上古のねらいは,ぺ【パレス処‡型とも巧-えられてい

るが,ファイルされた帖報を検索し,ディスプレイ L,必紫

な帖報をフリントするという作業か皆無となることはまず巧-

えられない｡それどころか,ますますプリント什けJされる一けi

報は増加Lている｡またOAの進圧さに従って,プリンタも川

一一の室内で何台も設帯きれるようになり,機器の高速･無騒

音化が強く要求されることになっている｡ノンインパクトプ

リンタはこれに対する一つの答えでもあるので,ノンイ ンパ

クトプリンタの今後の動Irljをも含め,占∫川三中の新Lい技術に

ついて紹介する｡

表l インパクトシリアル漢字プリンタの概略イ士様 ワイヤドットマトリックス方式により,24×24ドットの漢字印字ができ,機種が統一思想でシリ

ーズイヒされている

機種
項 目

HT-5341形 HT-5342形 HT-5344形 MPR-6035形

印 字 方 式 24×24ドット,ワイヤト∴ソトマトリックス方式

24

0.2mm

0.159mm

印字ヘッド

ワ イ ヤ 本 数

t ワ イ ヤ 径

ド ッ ト ピ ッ チ

印字速度

(字/秒)

7実 字 印 字 35(横スペース4ドット含む｡) 55 40 35

52.5

単票用紙専用

B5,B4,A4,A3(縦)

30へ34kgX3枚

■

A′ノ/N 印 字 70

ユ垂 続

】
135 】20

用 紙

種 翼頁 用 紙 (同 左)

幅
l

127へノ381mm (同 左)

;連 里 30--34kgX5枚 (同 左)

イ ン サ
ー

タ (ニー(40字./秒) 標 準 装 備 標 準 装 備

付加機能 可変幅lインチカット 標 準 装 備 亡･(40字/′秒)

オートシートフィーダ ⊂ノ

寸 法(mm)

高 さ 900(スタンド含む｡) 230

640

365 220

幅

1奥‾､‾‾‾‾
行

635 660 590

4ZO535 480 500

23
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汲
､為J

図3 HT-5342形漢字プリンタ フロントインサータ形で,印字ヘッド,

ワンタッチ形インクリボンセットを示す｡

5.1代表的なノンインパクトプリント方式

表2に代表的なl三Ij`i一二方式をホし,ノンインパクトタイフ‾と

インパクトタイプを比較のために並i言亡Lた｡今後プリントア

ウトする十llJ封之長占二は多くなり,多様化L,特に幽門r｢り_1二の努ブJ

がなされil∫綿羊催促で高速な印′ナニが必要となってくる｡Lかも,

機能の複′ナ多機能化い旺む〃1｢りにある｡圭た､プリント媒体

も普通紙へとLだいに格付し■1-Ji精紬,低騒音i享雌長プJノ〔が漸次

件放するものとみられるr)

感熱記録‾方∫じは,熱発色.言+指紋に熱によりl言上鎚を行なう も

ので,現像,1亡弟を必要とLない-一次発色記録であるため装

‾i←■こか-iil純でフ7クシミリの分町,簡場プリンタの分即/＼急速

に普枚Lたf)二のブナJ(の発展は,記触媒体である熟ヲ己也i一言+鎚

紙の進上おとi言己錨ヘッドの進Jおによるところか人きいぐ)特にi言J

録ヘッドではそのへlソトグ)製造__L柑により悍隕,滞膜,､ト;#

十本などいろいろなタイプに分けられるが,丁字暇,薄膜共いず

れも8本/mm以上のf畔條度で記録が可能となっている｡〕

イ ンクジェット‾方∫〔は,イ ンク粒十を哨ばし普通紙にi‡一石んⅠ一

位二のカラー記録を実現できる可能作があることから注Hされ,

多仲粕のインクジェット記錨プJJじが拙案され仙われ始めた｡

静`追記鎚方式は,古くからフ7}クシミリにイ如っれ,克之近で

は■11綿半條性,巾｢判調記鈷など特徴が牛かされ高速フ1>クシミ

リの分打て八普及してし､るし｡

図4 HT-5344形漢字プリンタ HT-5344形は用紙サイズが変わっても

用紙の挿入がそのままでき,オペレータ操作の容易な水平形である｡

図5 MPR-6035形漢字プリンタ MPR-6035形は,単票用紙専用のイ

ンサータを装備Lている｡

表2 各種記錆方式の性能比較 主要な記諒方式について,漢字プリントを行なう場合の記録速度,印字品位など特徴を比較Lて示Lた

方 式

速 度 印字品位l用 紙
l

記録結果の保存性 複写 カラー記重責
像の形成時間 記毒素速度 程度 分 解 能【種 矩

1価格

ノ

ン■

イ
ン

ク

ト

感 熱 ～102/ノS
～

60字/秒 高
～20本′m!.感熱紙:中 熱.光,三塁気に弱い｡

光,水に弱い∪

〔二)

×

×

2～3色

インクジェット

放 電

lD～102/一S】60～120享/秒 高 8～20

8～20

6､10

10～30

5～8

普 通紙 中～低 フルカラー

～102/∠S 中

中

普通紙

静電用紙

普通紙

中

高

中～低

低

良 女子

静 電 ～l〃S13′000行/分 良 好 ×

電 子 写 真

｡.£ご.)lニご;?:冒三吉芸

中

高
良 好 × フルカラー

イ

1
/ヽ

ク

卜

ワイヤドット 20～60字/秒 中 普 通 某氏 良 好 C〉 (数色)

活字 ド ラ ム
～10字/秒 ∠ゝ 普通紙

普通紙

中 良 好 (⊃ (2～3)

邦 文 タ イ プ
～30字/分 ■ 喧ン 中 良 好 (⊃ (2～3)

注:記号及び略語説明 印字品質:△(やや劣る),◎(良好)複写性:○(可能),×(不可)OFT(OptlCalFlber Tube)
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インク室

Jl
圧電素子

ダイアプラム

イ
ン
ク
水
頭
爪

ククン

ン

イタ

キャピラリー管

l†

ノズル

ノズルヘッド本体

(/くルス印加時)

a;:讃
b:芸翳

c≡芸穿Q

d;:;讃｡

e::;当

図6 パルスジェット形インクジェット記録の基本構造と原理

本国中のa.b,0,d及びeは,インク粒子の発生及びノズルの液の動きを示す

ものである｡dに示Lた離れた位置にあるドットは飛び出したインク粒子を示

Lている｡

電イ･写良方J℃は,光学像を【托才安記録でき,非鎚塩普油紙記

録の代表的なものとなっている｡複写機の分野では､普通紙

記鎚のほとんどがこの方式を抹朋している｡拉近レMザビー

ムの走_奄技術と組み介わせたレーザビ【ムプリンタの偶発も

進み,新しし､OA機器へも急速に普及してくるものと考▲えら

れている｡

以下t‾l立製作所で試作Lたインクジェットプリンタとレー

ザビームプリンタの新しい技術について述べる｡

5.2 インクジェットプリンタ

5,2.1パルスジェット形インクジェットプリンタ1)

記録に必要なときにだけインク枇十を形成,飛ばせるオン

デマンドインクジェット記錨の代表的なフィ式である｡

図6にノズルの鵜本構造と記録原理をホす｡インクi允路の

途中にインク毛があり,その先端がノズルになっているだけ

で簡単な構造である｡インク1ミには隔喋となるダイアフラム

があって,その外側に圧電素十を取り付け,′古庄を印加Lた

とき,l㍍J｢基l中のa～eに示したように液滴が噴山する｡

本ファ式は､ノズルのマルチ化が容易でシリアルプリンタに

高周波電源

′‾＼､ノ

圧電素子ノ
ノズル

口
荷電兼分離電極

柱タン

r加圧インク

供給装置

分離用バイアス電源

/
U

文字信号源

文字信号源

分離用バイアス電源

オフィスオートメーション用人出力端末装置 257

過Lている｡9イこのマルチノズル(ノズル孔0.1mm,ビ､ソナ

0.353mⅡ-)を上人作ミした結米では,液滴周波数1,400Hzが柑られ

印′ト適性200ナi･二/秒の記録を得ている｡今後,低騒音･il∫7i速の

シリアルプリンタへグ)Lい目が期待されている｡

5.2.2 マイクロドット インクジェットプリンタ

インクの枇/一を連続的に形成し,記余剰二必要な粒r一だけを

選択して記録する連続液射方式の中で,特に縞密比,高速.言+

錨ができるろ虫特な方式2)である｡インクジェット記蝕では,微

細なインク孔からインクを頃山させるため目詰まりすること

があり,応密度記録が困難と巧▲えられていた｡木方式はこの

関越点を解f央Lたもので,高密度記録を必要とする洪ざi∴ 担j

形プリンタ,中間調記録2)が要求されるイメージプリンタ,‾出

に将来はカラーーイメージプリンタなどへの九仁用も期待される｡

図7は本方式による記録板碑3)をホすもので,ノズルにブ州｢E

インクを供給しインクを噴射する際,庄′【珪素√･にiここさi周波1富江

を川1え肋批し,大権及び′ト径(マイクロドット)の粒丁-を形成

する｡木方式では,この巾の小径粒十のうち記録に必要な粒

十だけを荷電し,記録紙上の必要な筒所に偏向し記録する｡

なぶこの荷竜一主立俸は,偏1/小宅庄の一部が加えられており,′ト

径枇イーの分離が谷場なようになっている｡図8は.さ∫川三装打ヱを,

図9は柑ごっれた印下サンプルをホすものである｡

5.3 レーザビームプリンタと複合化

LBP(レⅥザビームプリンタ)は,当細大形のi汁堤機5)の山

力用としてl凋党されたもので,日立製作巾では2,730,7,000､

15,200行/分の漢′i･:7■Jリンタを製品化し,更に,2色半･i馴本

LBP6)を.試作発表してきた｡

LBPは,普通紙に良品仙二な画像を記録できることから､OA

用小形LBPが望まれている｡図10はこのような要求にこたえ

るものとLて試作した多機能半や体LBP7)で,投写機能,読

取機能,書込機能をもつインテリジュントプリンタである｡

半媒体レーザ走奄光学系,磁什トナー現條方J㌦ 圧リノ従前

方式などの才采用により小形化を実現Lている｡また,半噂体

レーザの発振波長780nmの光に感度をもつ高!感性有機光ヰう筐

体を開発し,記録速度12校/分(A4判)を得ている｡

偏向電極

いトセ 文字パターン

Lx

記録紙

大径粒子

インクタンク

ガター

区17 マイクロドット インクジェット記書貴方式の原理 マイクロトソトによる文字パターン発生の原理を示しており,分離用バイアス電源はマイクロ

ドットをできるだけ早く分離するためのものである｡
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図8 試作マイクロドット インクジェットi莫字プリンタ

度108字/秒.32×32ドット構成になっている√.

記錦速

田 結 言

OAシステムの偶成要素である入山力装吊について,ファク

シミリ,プリンタ及び今後の枝術動†｢りについて述べた｡今後

の入出力装置は,汎用人形コンピュータシステムの端末機器

というイメージから,逆にコンビュ【タの存一存を感じさせな

い人HりJ機器へと変谷L,あるときはコンポーネントとし,

圭たあるときは綾ナナ機器とLて終オフィスにます圭す普及し

J■-

[=

ランプ((

複 写 横 能

r
プリント出力

各
圧力定着

P7

感光ドラム

原稿

◎日立技術展静男屯乳紅海遜⑳日立技術展薄刃屯鉄鉱静男㊥日立技術展

◎日立技術展薄刃屯監虹蒋』◎日立技術展軋召屯各位勅題◎日立技術展

◎日立技術展那屯宜紅海遜◎日立技術展薄刃拡乳虹浄牙⑳日立技術展

◎日立技術展那な乳¢常男◎日立技術展浄施或紅海題◎日立技術展

図9 試作機による印字サンプル 記録速度100cps.32×32トソト構

成による印字サンプルを示す､｢

てゆく ものとそえられる｡
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図川 レーザビームプリンタ レーザビームプリンタと読取装置を複合化したものである｡
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